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平松千尋 (乗京大 ･院 ･新領域)
多くの新世界ザルには赤緑視物質遺伝子に対立遺伝子多型があるため個体によって色光が異なる.
個体識別された野生群において,色覚の違いとそれに関連した行動の多様性の有無を検証することは色
覚進化の理解に重要な意味をもつ.そのためには野生新世界ザルの色覚型を糞等の非佼熊サンプルから
確実に判定する必要がある.そこで各個体の色覚型を非侵難的方法で判定する粒も効率的かつ正確な方
法を検討した.飼育リスザルの糞を様々な溶液 (エタノール,グアニジン溶液,sTE溶液,Urca桁液,
Lysis溶液,I)NA抽出キット付属の緩衝液)中で保存し,どの溶液がDNAの保存性と抽出の怖イiRJr.生及
び赤緑視物質迫伝子の PCR増幅効率において優れているかを検討した.その結果,グアニジン溶液と
市販のDNA抽出キット付属の緩衝液が保存性 ･増幅効率において優れていたが,帥便性においては市
販キットの溶液が勝っていた.そこで市販キットの溶液を用い,実際の中米の野生オマキザルとクモザ
ル群を対象として糞サンプルを保存し,持ち帰ったサンプルからも色覚型判定に成功した.
計画3･1
ニホンザルのコドモメスの社会交渉 -コドモメスの持つ二つの社会とあそび-
西村宏久 (京都大 ･霊長研)
霊長類のあそびの特徴として ｢社会的なあそび｣が挙げられる.ニホンザルの社会的なあそびの研
究はこれまで,あそぶ時期,あそび仲間関係,性差などの具体的な交渉内容や,あそびのフローチャー
トをrt)心に行われてきた.
本研究では,ニホンザルのコドモメスがどのような近接個体関係を持ち,あそびを含め,どのよう
な社会交渉を行っているのか調べた.
結果より,コドモメスの社会的場面は ｢母親と近接している場而｣と ｢非血縁コドモと近接してい
る場面｣とに分かれることができる.そして,｢母親と近接している場面｣では休息やグルーミングは
拭い頻度で観察されたが,あそびはほとんど組察されなかった.｢非血縁コドモと近接している場面｣
ではあそび,グルーミングの塀皮は拓かったが,休息が観察された頻度は低かった.以上の結果により,
コドモメスが母親と近接していることにより,非血縁コドモと近接関係になりにくいという状況による
影響はあるといえそうだが,母親の存在がコドモの交渉に影響を与えているかどうかは今後さらに追及
していく必要がある.
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